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「受けた」と感じる割合は 28.9％ 
職員のハラスメントに関するアンケート 

 職員 1558 人を対象としたハラスメントに関する匿名アンケートを今年３月

に実施し、806 人からの回答を取りまとめましたので公表します。 

１ 概要 

アンケートは、職員が受け止めている直近３年間のハラスメントの有無、

具体的な行為の内容、行為者、発生時の対処状況、防止に向けた対策などの

実態を把握するために実施しました。 

２ 目的・背景 

職員が職場で受ける可能性のあるハラスメントの実態を把握し、職場環境

の改善や誰もが働きやすい職場づくりを促進するために実施。ハラスメント

の種類や対処状況、原因などを具体的に分析し、必要な研修や支援体制の構

築に役立てることも目的としています。 

３ ＰＲしたい内容、事業のポイントなど 

・直近３年間でハラスメントを「受けた」と回答した職員は 233 人（28.9％）。

「見聞きした、相談を受けた」と回答した職員は 294 人（36.5％）でした。 

・「誰から受けたか」という質問では上司が最多の 147 人（43.5％）でした。

以下、先輩 44 人（13％）、行政サービス利用者 42 人（12.4％）、部下・後

輩 35 人（10.4％）、同僚 20 人（5.9％）、市議会議員 18 人（5.3％）。サー

ビス利用者や議員といった外部からのハラスメント報告も確認しました。 

・ハラスメントの種類ではパワハラが最多（69.5％）で、中でも「侮辱や暴

言などの精神的な攻撃」が 40.2％を占めました。 

・カスハラも 16.9％占めており、組織的な対応や対策を求める声が多く挙が

っています。 

・アンケートは今年３月５日から 18 日まで、職員用電子掲示板でアンケー

トシステムを使って実施しました。 

４ 他市の状況 

県内では海老名、小田原市などが同様のアンケートを実施しています。 

５ 添付資料 

職場のハラスメントに関するアンケート結果（令和７年度調査） 
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